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私の考える超学際研究
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Transdisciplinary Research
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Action	Research
Participatory	Research

超学際研究
超域研究

新領域融合研究
社会協働研究

Science	for	Society

Science	with	Society

超学研究

Transboundary Research Science	2.0



Trans-: 彼⽅へ⾏く／状態を変える

Prefix
1. Across;	beyond:	transcontinental	|	transgress.
• on	or	to	the	other	side	of.	Often	contrasted	with	cis-
(sense	1):	transatlantic	|	transalpine.

2. Through:	transonic.
• into	another	state	or	place:	transform	|	translate.
• surpassing;	transcending:	transfinite.

3. Referring	or	relating	to	people	whose	sense	of	personal	
identity	does	not	correspond	with	the	gender	assigned	to	
them	at	birth.	Compare	with	cis- (sense	2):	transgender	|	
transphobia.

(Oxford	Dictionary	of	English) 4



研究者

課題当事者

社会協働研究の類型(1)
Participatory Research
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研究成果

例：質問紙調査、アイディアソン
市⺠参加科学(シチズンサイエンス)

主導

Scholz 2012, 2014を改変



社会協働研究の類型(2)
Action Research
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研究者

課題当事者

課題解決

例：⾃治体からの受託研究など

研究成果

主導

Scholz 2012, 2014を改変



社会協働研究の類型(3)
（狭義の）Transdisciplinary Research
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研究者

⽣活者
産業従事者

課題解決
のための
意思決定意思決定者

“Co-x”
Co-plan

Co-product

Co-dissemination
Co-leadership

「対話」を通じた
共同事実確認

相互信⽤の醸成

課題解決

研究成果

└

課

題

当

事

者

┘

Scholz 2012, 2014を改変



オープンサイエンスの潮流
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政府によ
る定義

•オープンアクセス
•オープンリサーチデータ
•市⺠参加科学（シチズンサイエンス）の拡⼤
→ オープンイノベーションの重要な基盤

第5期科学技術基本計画(2016.4-2021.3)

実態
•「オープン」という⾔葉に夢/野望を託し、現状

の研究システムを変⾰すること（北本2016）
•「同床異夢」（北本2015）
•総論賛成・各論反対

短期的
効果

•オープンデータを⽤いたソーシャルイノベーショ
ンに⻑じた⾼度技能ボランティア（プロボノ）が、
社会課題解決を指向する研究に参画しやすくなる



プロボノ：社会課題解決の新しいアクター

• 法律、⾦融、 IT、ソーシャルデザイ
ンなどの専⾨的知識技能をもつ個⼈
• 地縁はないが、社会貢献意欲が⾼い。
• オープンデータを⽤いたソーシャル

イノベーションを主導
10

Happy Life Ideathon 2015.10.3 地球研 グラフィックレコーディング



外部専⾨家
「ヨソの⼈」

研究者
プロボノ

⽣活者
産業従事者

「ウチの⼈」

課題解決
のための
意思決定

意思決定者

専⾨知
分野B

在来知
⽴場E

政策知
機関C

研究成果
スピンオフ

課題解決

専⾨知
分野A

政策知
機関D

在来知
⽴場F

Open-TDモデル
外部有識者と意思決定者の間の知識
システムの隔絶を上⼿に埋めること
が特に重要
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オープンデータ

橋渡し⼈材

エヴァンジェリスト
トランスレーター

伴⾛者

レジデント型研究者
データライブラリアン
データコンシェルジュ
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参加者の内訳
• 受講者13名のうち

• 学⽣・院⽣ 5名
• 研究者 8名

• URA 1名
• ⾏政経験者 2名

• 地球環境学
• 地域環境学
• 地理学
• ⽔域⽣態学
• 森林⽣態学
• ⽣物資源科学
• 流体⼒学
• 建築学
• 考古学
• 公共政策学
• 環境政策学

• チューター5名
• 地球研 2名
• Google 3名

デモンストレーション
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講習会を通して得られた気づき

• ⾼価な衛星画像やソフトウェアを買わなくても、
リモートセンシングをできる時代が来た。

• シンプルなコード(JavaScript)を書くだけで、
画像解析をできる時代が来た。

→ 専⾨研究者以外の多様なアクターに⾨⼾が拡がった。
• 環境情報の可視化-共有ツール＝「対話」の促進ツール

として⾮常にパワフル。
• ただし、リモートセンシングの基礎知識は習得する必要が

ある。
• 環境課題に即応する超学際リモートセンシングの時代へ。
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